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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年7月24日(2014.7.24)

【公表番号】特表2013-535525(P2013-535525A)
【公表日】平成25年9月12日(2013.9.12)
【年通号数】公開・登録公報2013-050
【出願番号】特願2013-518627(P2013-518627)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  59/50     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 163/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 163/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  59/50    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 163/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 163/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ  11/06    　　　　
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月3日(2014.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３７】
　本発明の範囲及び趣旨から逸脱することなく本発明に予測可能な改変及び変更を行いう
ることは当業者には明らかであろう。本発明は、説明を目的として本出願に記載される各
実施形態に限定されるべきものではない。本発明の実施態様の一部を以下の項目［１］－
［３６］に記載する。
［１］
　アミン系硬化剤と第１染料とを含み、第１色を有する第１成分と、硬化性エポキシ樹脂
と第２染料とを含み、第２色を有する第２成分と、を含む、エポキシ組成物。
［２］
　前記第１色及び第２色が視覚的に異なる、項目１に記載の組成物。
［３］
　前記第１成分と前記第２成分とが混合されて混合物を形成し、前記混合物が第３色を有
する、項目１又は２に記載の組成物。
［４］
　前記第３色が、前記第１色及び前記第２色とは視覚的に異なる、項目３に記載の組成物
。
［５］
　前記第３色が、前記第１色と前記第２色との視覚的な加算ではない、項目４に記載の組
成物。
［６］
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　前記混合物が硬化し、前記硬化した混合物が第４色を有する、項目３～５のいずれかに
記載の組成物。
［７］
　前記第４色が、前記第１色、前記第２色、及び前記第３色と視覚的に異なる、項目６に
記載の組成物。
［８］
　Ｌ＊Ｃ＊ｈ色空間で計算した場合の前記色差が、少なくとも１であるΔＨを有する、項
目７に記載の組成物。
［９］
　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間で計算した場合の前記色差が、少なくとも１であるΔＥを有する、
項目７又は８に記載の組成物。
［１０］
　前記第１染料が、トリアリールメタン化合物、アゾ化合物、及びこれらの組合せのうち
の少なくとも１つである、項目１～９のいずれかに記載の組成物。
［１１］
　前記第２染料が、トリアリールメタン化合物、アゾ化合物、及びこれらの組合せのうち
の少なくとも１つである、項目１～９のいずれかに記載の組成物。
［１２］
　前記第１染料と前記第２染料のうちの少なくとも１つが、カチオン性トリアリールメタ
ン化合物である、項目１～１１のいずれかに記載の組成物。
［１３］
　前記カチオン性トリアリールメタン化合物が、一級アミンと可逆的に反応する、項目１
２に記載の組成物。
［１４］
　前記第１染料と前記第２染料のうちの少なくとも１つが造塩発色性染料であり、水溶液
中でｐＨ　７～９の範囲の色遷移範囲を含む、項目１～１１のいずれかに記載の組成物。
［１５］
　前記第１染料がパテントブルーＶである、項目１～１１のいずれかに記載の組成物。
［１６］
　前記第２染料がクレゾールレッドである、項目１～１１のいずれかに記載の組成物。
［１７］
　前記第２染料がエリオクロムブラックＴである、項目１～１１のいずれかに記載の組成
物。
［１８］
　前記第１染料がブロモチモールブルーである、項目１～１１のいずれかに記載の組成物
。
［１９］
　前記第２染料がメチルレッドである、項目１～１１又は項目１５のいずれかに記載の組
成物。
［２０］
　前記アミン系硬化剤が、式：
　Ｒ１Ｒ２Ｎ－Ｒ３－ＮＲ４Ｈ　　　　　　　　　　　（Ｉ）
　（式中、Ｒ１、Ｒ２及びＲ４は、互いに独立して水素、直鎖若しくは分枝のアルキル又
は直鎖若しくは分枝のポリオキシアルキル部分を表わす）から選択される、項目１～１９
のいずれかに記載の組成物。
［２１］
　前記硬化性エポキシ樹脂が、ビスフェノールＡとエピクロロヒドリンの反応生成物を含
む、項目１～２０のいずれかに記載の組成物。
［２２］
　アミン系硬化剤及び第１造塩発色性染料を含み、前記第１造塩発色性染料が第１色遷移



(3) JP 2013-535525 A5 2014.7.24

範囲を有する第１成分と、第２造塩発色性染料を含む硬化性エポキシ樹脂を含み、第２色
遷移範囲を有する第２成分と、を含む、２成分エポキシ組成物。
［２３］
　前記第１色遷移範囲又は前記第２色遷移範囲のうちの少なくとも１つが、水溶液中で測
定したときに７～９である、項目２２に記載の２成分エポキシ組成物。
［２４］
　前記第１造塩発色性染料と前記第２造塩発色性染料のうちの少なくとも一方が、クレゾ
ールレッド、エリオクロムブラックＴ、チモールブルー、ブロモチモールブルー、及びこ
れらの組合せのうちの少なくとも１つである、項目２２～２３のいずれかに記載の２成分
エポキシ組成物。
［２５］
　アミン系硬化剤と、（ｉ）カチオン性トリアリールメタン染料（カチオン性トリアリー
ルメタン染料は、可逆的に一級アミンと反応する）、（ｉｉ）水溶液中で測定したときに
ｐＨが７～１２の色遷移範囲を有する造塩発色性染料、又は（ｉｉｉ）これらの組合せ、
の中から選択される染料と、を含む、貯蔵寿命指示組成物。
［２６］
　前記アミン系硬化剤が、式：
　Ｒ１Ｒ２Ｎ－Ｒ３－ＮＲ４Ｈ　　　　　　　　　　　（Ｉ）
　（式中、Ｒ１、Ｒ２及びＲ４は、互いに独立して水素、直鎖若しくは分枝のアルキル又
は直鎖若しくは分枝のポリオキシアルキル部分を表わす）から選択される、項目２５に記
載の貯蔵寿命指示組成物。
［２７］
　前記染料が、クレゾールレッド、チモールブルー、パテントブルーＶ、エリオクロムブ
ラックＴ、ブロモチモールブルー、及びこれらの組合せのうちの少なくとも１つである、
項目２５又は２６に記載の貯蔵寿命指示組成物。
［２８］
　前記アミン系硬化剤及び前記染料を含む前記組成物が初期色を有し、前記アミン系硬化
剤の経時変化に伴い第２色を有する、項目２５～２７のいずれかに記載の貯蔵寿命指示組
成物。
［２９］
　前記第２色と前記初期色とが視覚的に異なる色である、項目２８に記載の貯蔵寿命指示
組成物。
［３０］
　Ｌ＊Ｃ＊ｈ色空間で計算した場合の前記色差が、少なくとも１であるΔＨを有する、項
目２９に記載の貯蔵寿命指示組成物。
［３１］
　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間で計算した場合の前記色差が、少なくとも１であるΔＥを有する、
項目２９に記載の貯蔵寿命指示組成物。
［３２］
　アミン系硬化剤及び第１染料を含み、第１色を有する第１成分を、硬化性エポキシ樹脂
及び第２染料を含み、第２色を有する第２成分と混合して、第３色を形成し、この混合物
を硬化させて第４色を形成し、前記第１色、第２色、第３色、及び第４色は色が視覚的に
異なるような、２成分エポキシ組成物の混合及び硬化を示す方法。
［３３］
　Ｌ＊Ｃ＊ｈ色空間で計算した場合の前記色差が、少なくとも１であるΔＨを有する、項
目３２に記載の方法。
［３４］
　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間で計算した場合の前記色差が、少なくとも１であるΔＥを有する、
項目３２に記載の方法。
［３５］



(4) JP 2013-535525 A5 2014.7.24

　前記アミン系硬化剤が、式：
　Ｒ１Ｒ２Ｎ－Ｒ３－ＮＲ４Ｈ　　　　　　　　　　　（Ｉ）
　（式中、Ｒ１、Ｒ２及びＲ４は、互いに独立して水素、直鎖若しくは分枝のアルキル又
は直鎖若しくは分枝のポリオキシアルキル部分を表わす）から選択される、項目３２～３
４のいずれかに記載の方法。
［３６］
　前記硬化性エポキシ樹脂が、ビスフェノールＡとエピクロロヒドリンの反応生成物を含
む、項目３０～３４のいずれかに記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アミン系硬化剤と第１染料とを含み、第１色を有する第１成分と、硬化性エポキシ樹脂
と第２染料とを含み、第２色を有する第２成分と、を含む、エポキシ組成物。
【請求項２】
　前記アミン系硬化剤が、式：
　Ｒ１Ｒ２Ｎ－Ｒ３－ＮＲ４Ｈ　　　　　　　　　　　（Ｉ）
　（式中、Ｒ１、Ｒ２及びＲ４は、互いに独立して水素、直鎖若しくは分枝のアルキル又
は直鎖若しくは分枝のポリオキシアルキル部分を表わす）から選択される、請求項１に記
載の組成物。
【請求項３】
　アミン系硬化剤及び第１造塩発色性染料を含み、前記第１造塩発色性染料が第１色遷移
範囲を有する第１成分と、第２造塩発色性染料を含む硬化性エポキシ樹脂を含み、第２色
遷移範囲を有する第２成分と、を含む、２成分エポキシ組成物。
【請求項４】
　アミン系硬化剤と、（ｉ）カチオン性トリアリールメタン染料（カチオン性トリアリー
ルメタン染料は、可逆的に一級アミンと反応する）、（ｉｉ）水溶液中で測定したときに
ｐＨが７～１２の色遷移範囲を有する造塩発色性染料、又は（ｉｉｉ）これらの組合せ、
の中から選択される染料と、を含む、貯蔵寿命指示組成物。
【請求項５】
　アミン系硬化剤及び第１染料を含み、第１色を有する第１成分を、硬化性エポキシ樹脂
及び第２染料を含み、第２色を有する第２成分と混合して、第３色を形成し、この混合物
を硬化させて第４色を形成し、前記第１色、第２色、第３色、及び第４色は色が視覚的に
異なるような、２成分エポキシ組成物の混合及び硬化を示す方法。
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